
更なるごみの減量・資源化について

＜現状＞

・コロナ禍に伴う家庭系ごみの増加、事業系ごみの減少

・燃えるごみには、プラスチック製容器包装や紙類などの資源ごみ混入が増加

・燃えないごみや粗大ごみのごみ処理場への持込みも一時期増加

・ごみ処理基本計画におけるごみ減量の目標は達成できていない

＜方策（例示）＞

１ 啓発の強化

・広報、ホームページ、行政情報番組のほか、ごみ出しアプリも活用

２ 新たな資源ごみの分別回収

・プラスチック使用製品のリサイクル

・剪定枝、草、紙おむつなどの資源化

３ 生ごみの減量

・生ごみの約８０％は水分であり、水分を減らすことが重要

・食品ロス削減の推進

（令和元年１０月には「食品ロス削減の推進に関する法律」が施行されている。）

４ 地域（自治会、町内会）との連携

・ごみ減量や資源化に関する独自取組に対し、費用の一部助成

・地域にとってのメリット、インセンティブを考慮

５ ごみの有料化

・指定袋の購入に際して、市が手数料を徴収する仕組みへの移行

・負担額は１リットル当たり１～２円相当（３～６倍程度）

（袋大：５０円、中：３０円、小：２０円程度）

・負担いただいた手数料の使い道について

・ごみ処理基本計画の目標を達成できない場合などに再度検討することと、平成３

０年度に尾張旭市廃棄物減量等推進審議会で答申

資料５

皆さんのアイデアや忌憚のない御意見をいただきたい。


